
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

研究組織 指導案検討会・授業研究会 道徳研修会 研修だより 

令和４年度 文部科学省「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」研究推進校 

令和２・３・４年度 島原市教育委員会指定 

研 究 紀 要 

研究主題 

自己を見つめ、よりよく生きようとする心豊かな生徒の育成 
～授業改善と教育活動全体からのアプローチを通して～ 

学校教育目標 

自ら考え、判断し、行動する心豊かでたくましい生徒の育成 

【研究仮説１】 
心を揺さぶり、心情を深め

る指導の手立てを工夫するこ
とで、自分の思いや考えを進
んで表現し、考えを深めるこ
とができるであろう。 

【研究仮説２】 
教育活動全体でねらいを明

確にした指導を工夫すること
で、道徳的判断力、心情、実
践意欲と態度を高めることが
できるであろう。 

「道徳科の授業改善」 
に関すること 

「道徳教育の充実」 
に関すること 

「全体研究」に関すること 

「めあて」の 
  提示と工夫 

１ 

考えを広げ、 
深めさせる工夫 

２ 

発問の工夫 
３ 

ワークシート 
の工夫 

４ 

評価の改善 
５ 

全体指導計画 
別葉の改善 

６ 

年間指導計画 
の改善 

７ 

ローテーション 
授業の実践 

８ 

道徳教育の重点目標の明確化 １ 

掲示物の工夫 ２ 

ねらいを明確にした 
学校行事・体験学習の実施 

３ 

家庭や地域との連携 ４ 

１ ２ ３ ４ 

   令和４年１１月１４日（月） 

島原市立三会中学校 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の実態 

・保護者の願い 

・教師の願い 

・地域の実態 

 

○自ら考え、判断し、行動する 

心豊かでたくましい生徒の育成 

学 校 教 育 目 標 

 
 
○自己を見つめ、主体的に考え行動する態度を育てる。【A(1)】 

○他者との関わりから、互いを高め合い、自他を認め合う豊かな心を育てる。【B(9)】 

○生命の尊さを理解し、自他の生命を尊重する心を育てる。【D(19)】 

道 徳 教 育 の 重 点 目 標 

・憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・県、市の教育方針 

【生命・きずな・感謝の心】 

第 １ 学 年 

 

〇自ら考え、意欲的に学ぶ生徒 

〇違いを認め、違いに学び、豊か
な人間関係を築く生徒 

〇心も体もたくましく、目標の実
現に向け努力する生徒 

生 徒 像 

○中学生としての自覚をもち、
より高い目標を目指し、自主
的に考え、実行する態度を養
う。【A(1)】 

 

 

○互いの存在を認め、尊重し合
い、より良い人間関係をつく
ろうとする心を育む。【B(9)】 

 

 

 

○生命の尊さを理解し、生命あ
るものを大切にする心を育
む。【D(19)】 

 

 

○礼儀や挨拶などの望ましい
生活習慣を身に付け、時と場
に応じた適切な言動ができ
る態度を養う。【B(7)】 

○自主的に考え、判断し、誠実
に実行していこうとする判断
力を育成する。【A(1)】 

 

 

 

○さまざまな見方や考え方があ
ることを理解し、自分の考え
を伝えつつ、他に学ぼうとす
る謙虚な態度を育てる。
【B(9)】 

 

○命はかけがえのないものであ
ることを理解し、自他の生命
を尊重しようとする実践意欲
を培う。【D(19)】 

 

○周りの人の生命を見つめるこ
とで自分の生活を見直し、節
度ある行動を心がける態度を
養う。【A(2)】 

○最高学年としての自覚を深
め、自主的自律的に行動する
とともに、自己の人生を切り
拓いていこうとする態度を養
う。【A(1)】 

 

○温かい人間愛の精神を深める
とともに、相手の個性や立場
を尊重する態度を養う。 

【B(9)】 

 

 

○自然や生命の尊さを理解し、
かけがえのない自他の生命を
大切にする態度を養う。
【D(19)】 

 

 

第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 

各 学 年 重 点 目 標 

 
〇「生きる力」の基盤となる確かな
学力を身に付けさせる学校 

〇秩序と節度があり、互いに高め
合う活力に満ちた学校 

〇地域・家庭・関係機関と連携・協
働し、生徒を育てる学校 

 
 

学 校 像  

〇研鑽に励み、生徒の学びや成長
に真摯に向き合う教職員 

〇生徒理解に努め、人間性豊かで
教育愛に富む教職員 

〇同僚や家庭・地域と連携・協働
し、ともに学校を創る教職員 

教 師 像 

道徳教育推進教師 

家庭・地域等との連携 各教科 特別活動 総合的な学習の時間 豊かな体験 

研究の概要 I 

 道徳教育全体計画 １ 
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R３
か
ら

継
続 

 

 

 

「全体研究」に関すること 

 研究組織 １ 

ローテーション授業など全員で道徳教育に取

り組みやすくするために、従来の研究組織を見

直し、学年単位での部会構成とした。 

校 長 

教 頭 

全体研究会 

第２学年部会 

ローテーション授業
や評価、掲示物など
情報共有や連携が円
滑になった。  

第３学年部会 第１学年部会 

 指導案検討会・ 
授業研究会 

２ 

指導案素案 
作成 

指導案 
検討 

指導案 
検討 

指導案 
検討 

研究授業・ 
模擬授業 

授業研究会 

指導案 
検討 

授業 

授
業
者 

学
年 
全
体 

学
年 

全
体 

全
体 

学
年 

【指導案検討会】 
指導案について

も学年部会を中心
に検討会を行うこ
ととした。全体研
究会の中で指導案
検討会を設定した
り、学年別に検討
会を設定したりし
た。 

①との関連 

必
要
に

応
じ
て 

指導案検討の一つの
手段として「模擬授
業」を取り入れた。「生
徒」と「授業者」それ
ぞれの視点に分かれて
授業を分析した。 

必
要
に

応
じ
て 

授
業
者 

 授業者から授業の 
ポイントや課題の発表 

異学年・同視点の 
グループで検討 

グループ発表 

改善点から 
共通実践事項を協議 

全
体
・
授
業
研
究
会 

次の授業
で生かせ
るような
共通実践
事項を協
議し、決
定した。 

共通実践事項は教材等によって実践しづらい事
もあるため、幅をもたせた。 

 道徳研修会 ３ 

「道徳科の授業改善に関すること」「道徳教

育の充実に関すること」において全職員が共通

認識・共通実践できるよう研究の提案や検討、

アンケートの分析を行うとともに、道徳研究の

講師を招聘し、研修を実施した。 

 研修だより ４ 

 道徳科に関する情報や
全体研究会の報告、各部
会の実践などを「校内研
修だより」として発行す
ることで、全教職員が研
修内容をいつでも確認す
ることができ、継続的・
組織的な取組へとつなが
るようにした。 R３ 研修だより 
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研究の実際 II 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

R３からの 
授業改善 

R３からの 
授業改善 

 

研究の実際 

「道徳科の授業改善」に関すること

「めあて」の提示と工夫 １ 

II 

① 主題やねらい

とする内容項目

に関わる問題意
識をもたせ、
主体的に学習
に取り組める
「めあて」を

検討する。 

 発問の工夫 ３ 

授業者が何について考
えさせ、何について気
づかせたいかを明確に
した上で生徒の発言や
反応を意識して「めあ
て」を立てる。 

ペアでの 
考えの交換 

グループでの 
考えの交換 

心情円・ 
心情メーター ・付箋 

グループ内での
会話 

授
業
実
践
例 

＊教材に 
よって 
実践 

交換後に
個人で考え
る時間を十
分に設定す
る。 

R３からの 
授業改善 

R３からの 
授業改善 

 考えを広げ、 
   深めさせる工夫 

２ 

① 主題やねらいと

する内容項目を踏

まえ、生徒に考
えさせたいこと
を明確にした
「中心発問」と

なるようにする。 

生徒のよさや課題
を意識して何を学
ばせたいのか、し
っかり検討する。 

より 
深く 

より 
広く 
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② 主題やねらいと

する内容項目、教

材に応じて適切
な「めあて」の
提示の仕方を検

討する。 

 

命は大切！ 
そんな事は 
わかってる 

 では、なぜ命は大切なのかな？ 

めあて なぜ命は大切なのだろう 

「めあて」は提示する
が提示のタイミングに
はこだわらない。 

生命の連続性や有限性
を理解させたい！ 

内容項目：D（１９）生命の尊さ 

② 生徒の考えを効
果的に引き出す
発問を設定する。 

（考える必然性や
切実感のある発
問、自由な思考を
促す発問、物事を
多面的・多角的に
考える発問など。） 

登場人物に成り代
わって自分の考え
を引き出させる発
問を検討する。 

 

もし、あなたが○○○だった
らどうしますか。 

A さんの立場だったらどうし
ますか。また、B さんの立場
だったらどうしますか。 

以前はどうだったと思いま
すか。これからどうなると
思いますか。 

○○○の心の中はどんな気持
ちだったでしょう。 

R３
か
ら

の
授
業

改
善 

考
え
の
可
視
化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…… 
…… 
…… 

  

 

 

 

 ワークシートの工夫 ４ 

R３
か

ら
の
授

業
改
善 

授業始めにこれま

での経験や道徳的
価値、心の状況
（心情円など） 

めあての記入

①との関連 

自分の考えと他者

の考え

②との関連 

授業終わりに道徳
的価値の理解等と
本時の評価と振り

返り 

交換後に自分の考

えやこれからの生
き方など

②との関連 

変
容
や
思
考
の
過
程 

 評価の改善 ５ 

◆担任が中心とした評価 
◆３部構成とし、ワークシート
や授業記録などをもとに評価
文例を参考に作成した。 

ローテーション授業に

よる毎時間の評価 

授業記録 ワークシート 

・担任が主に評価しているため、複数の職員で
評価し、客観性をもたせる工夫が必要 

・評価文選択式の評価のため、教師からの言葉
の伝わりにくさがある。 

課題 

 

学期末振り返り 

学期末振り返り 
シート 

・学年部会で評価（各学期末に評価検討会・評
価の積み重ね） 

・ワークシートや授業記録などをもとに要録
は２部構成、通知表は授業の様子や励ましを
加えた４部構成とした。 

R３からの改善 

実践例  
２年生 教材名：『ゴール』 

内容項目：B（８）友情・信頼 

④との関連 

④との関連 

生徒の変容や思考の過程が
わかり評価材料となる。 

教師用指導書のワークシートをベースとし、

生徒の実態や教材に応じた工夫をしていく。 

 

ワークシートの 
基本形式 

自分の最初の思いや 

考えを書くフレーム 

中心発問から自分の考
えや他者の考えを書く

フレーム 

自分を振り返り、 
これからの考えを書く 

フレーム 

基本形式はそのままに、「発問」や
「考えを広げ、深める活動」、生徒がそ
の時間の終わりの振り返りができる構
成としながら、書く活動の分量も工夫 

など 

⑧との関連 

学期末 

評価検討会 

…… 

…… 

…… 
…… 
…… 
…… 
…… 
…… 

 

１学期 ２学期 ３学期 
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R３から継続 

 全体指導計画 
別葉の改善 

６ 
 年間指導計画の改善 ７ 

 ローテーション授業 
の実践 

８ 

R３からの改善 

R３
か

ら
の
改

善 

全体の教職員数や
学年所属数、他学
年の授業等により
T.T による授業が
難しい。 

課題 

 

全体計画別葉をもとに授業担当学年で検討 
①授業担当学年の教職員の強みを生かせるようにした。 
②T.T については教材や授業の手立て等から必要に応じて
実施 
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教科書テンプレートを使用 

・年間指導計画を意識 
・ローテーション授業を意識 
・行事や体験学習を意識 
・活用しやすいものに 
・指導の連続性が生まれる工夫 

 

⑧との関連 

教材と関連する教科を記載

③との関連 

 

行事や体験学習と関連する内
容項目を記載

教科書の年間指導計画 

 
  

６月 

【行  事】いのりの日 

長崎っ子の心を見つめる教育週間 

【内容項目】D（１９）生命の尊さ 

【教  材】あなたはひかり 

いのちって何だろう 

決断！骨髄バンク移植第一号 

 

③との関連 

教科書の年間指導計画
をもとに、年間行事予
定に関連する内容項
目・教材を入れ替える。
また、前年度担当学年
からの引き継ぎ事項等
も参考に作成した。 

主に行事と道徳の授業とを関連
させる。

生
命
の
大
切

さ
を
考
え
る

行
事 

全体計画別葉に記載の教材
と関連する教科などから授
業者を検討 
【第２学年の場合】 
学年所属：松本教諭  
担当教科：社会科 

【全体計画別葉】 

⑤⑥⑦との関連 

松本教諭 
社会科担当 
２年１組担任 

中村教諭 
技術・家庭科担当 
２年２組担任 

B（８）友情、信頼 
５．みんなでとんだ 
保体「からだづくり」 

１９．今度は私の番だ 
保体「体育理論」 

小坂教諭 
保健体育科担当 

ローテーション 

D（１９）生命の尊さ 
１１．奇跡の一週間 
２年１組担任 

１１．妹に  
２年２組担任 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「道徳教育の充実」に関すること 

 道徳教育の 
重点目標の明確化 

１ 

 

 
重点目標（内容項目）の配当時数 

内容項目 

A（１） ３ ３ ３ 

B（９） 相互理解、寛容 ２ ２ ２ 

D（ ） 生命の尊さ ４ ３ ３ 

 

・全体計画別葉や年間
指導計画にも記載 

・授業時数も２時間以
上配当している。 

⑦との関連 

○自己を見つめ、主体的に考え
行動する態度を育てる。 

○他者との関わりから、互いを
高め合い、認め合う豊かな心
を育てる。 

○生命の尊さを理解し、自他の
生命を尊重する心を育てる。 

 廊下に掲示板を設置し、道徳
科の授業で行った内容や生徒の
考え、月間重点目標に関する内
容等を掲示することで、生徒
が関心をもち、学習の振り
返りをするきっかけづくり
となるよう工夫した。 

⑥⑦⑧との 
関連 

デジタルネイ
ティブな生徒
にアナログ情
報でいかに関
心をもたせる
か工夫した。 

 ねらいを明確にした 
３ 

 ねらいを明確にするた

め、各行事の実施計画の

中に関連する道徳科の内
容項目を記載する工夫を

した。 

  

⑥との関連 

重点目標と関連する学校行事 

生徒会役員選挙 
⇒

①との関連 

月間重点目標と関連する体験学習 【Ｃ（１３）勤労】との関連 

①との関連 

人権集会 
⇒

いのりの日集会 
⇒D(19)生命の尊さ 

 家庭や地域との連携 ４ 

 新型コロナウイルスの状況下、学校だよりや学年・
学級通信等で道徳科の授業の取組、生徒の言葉などを
積極的に発信することとした。 
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研究の実際 II 

R３からの改善 

 掲示物の工夫 ２ 

 

R３からの改善 

R３からの改善 

行事との関連を意
識し、学習活動を
実施。道徳科でも
導入時に行事等を
話題にする等の工
夫を行う。 

A（１） 

自主、自律、 

自由と責任 

B（９） 

相互理解、寛容 

D（１９） 

生命の尊さ 

まずは
家庭・地
域へ発信
すること
で、連携
を図った。 



 
 

 

 

 
 
 
                      

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 道徳の授業で何について考えるのか理解し、学習
している。 

 

 

 

 

２ 道徳の授業では読み物の内容を自分だったらと考
えて学習している。 

 

 

 

 

３ 道徳の授業の終わりに自分の考えをもう一度考え
る機会がある。 

 

 

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグル
ープで話し合ったりする活動に取り組んでいますか。 

43%

45%

64%

43%

43%

33%

11%

9%

3%

3%

2%

0%

全国

長崎県

三会中

成果と課題 Ⅲ 

１ 

 ：あてはまる      ：どちらかといえば、あてはまる 
 ：どちらかといえば、あてはまらない     ：あてはまらない 

２ 
 ：あてはまる      ：どちらかといえば、あてはまる 
 ：どちらかといえば、あてはまらない     ：あてはまらない 

「i-check」から 
    令和２年度第１学年と令和４年度第３学年の

経年における肯定率の全国比較 

３ 

重点目標に関連する内容項目（数値は全国比） 

 Ｒ２ Ｒ４ 

「自主、自律、自由と責任」 -4.3 8.6 

「相互理解、寛容」 -14.6 -13.8 

「生命の尊さ」 4.0 2.5 

 

４ 
 ：あてはまる      ：どちらかといえば、あてはまる 
 ：どちらかといえば、あてはまらない     ：あてはまらない 

②との関連 

１ 学校は、道徳の授業や教育活動を通して心の教育
の充実に努めている。 

 
 
 
 
２ 学校は、諸行事の公開や各種通信で生徒の様子を

知らせている。 
 
 
 
 
３ 学校は、地域と連携した教育活動や育友会活動の

充実に努めている。 
 
 

④との関連 

成果と課題、次年度に向けて ５ 
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①との関連 

・担任・副担任の別なく全員が授業を担当することで、授業研究会での意見交換が活発に行われるようになり、授業
改善が進んだ。その結果、「自分の考えを表現する、考えを広げ、深める」という点において、生徒が主体的に学
習に取り組めるようになった。 

 
・各種行事や体験活動を道徳の視点をもって見直し、関連付けたことにより、それぞれのねらいがより明確になっ
た。また、それらを、各種通信を通して積極的に発信することで、コロナ禍における家庭・地域とのコミュニケー
ション不足を補い、学校の教育活動への理解を得ることができた。 

・生徒の学習の様子を様々な方法で見取る評価の工夫・改善 
・道徳教育と各教科等・行事との関連を明確にした別葉の活用と見直し 

・学年部会を中心とした、組織的・計画的な評価の工夫・改善 
・全ての教育活動での道徳教育を充実させるための別葉の改善と、継続的な実践の積み重ね 

成 果 

課 題 

次年度に向けて 


